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株式会社 IHI

AI による工場作業の見える化
— みまもり AI の開発 —
工場の作業負荷の平準化と作業内容の質的向上に向けた
深層学習の適用
IHI グループでは，工場における作業効率の改善活動を支援するため，AI システムの試験運用を開始した．深層学習に
よる画像認識（ あらかじめ学習させた AI モデルにより，画像の認識や解析をする技術 ）に基づいて，工場作業者の作
業時間・作業内容を自動で見える化することで，工場のデジタル化，すなわちデジタル技術を活用した生産性の向上に
貢献している．

はじめに

IHI グループの各工場では，作業者の作業効率を改
善する活動を進めてきた．工場ではこれまで作業者の
作業時間や作業内容を明らかにするために，ストップ
ウオッチで時間を計測して，その結果を集計したり，
目視で作業内容を確認したりしていた．しかし，この
ような作業の実態把握は，人手により行っているため

手間が掛かる．それだけではなく，経験の積み重ねに
よって作業時間が短縮されるのかといった傾向を分析
することや，作業時間を長期間にわたり計測・集計し
続けることなどに人手を割くのが難しいといった課題
を抱えていた．また，作業時間や作業内容の記録を
取っていない場合は，作業者の記憶に頼るしかないた
め，作業の実態と乖

かいり

離する可能性があり，本質的な改
善が難しいケースもあった．

みまもり AI による工場作業の見える化と作業改善の支援
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業現場に複数存在する作業机ごとの作業時間を自動
集計している．
みまもり AI が分析した結果を基に，作業現場ご
との負荷の偏りを把握し，工場全体の作業負荷の平
準化を支援できる．
また，複数の作業現場にみまもり AI を設置した
場合，各作業現場の作業人数と作業時間から，作業
現場単位で全作業時間が算出できる．このデータか
ら，作業負荷の高い作業現場が見える化でき，作業
人数を増やすなどの対応が可能になる．作業人数や
作業現場が増えるほど，人手で作業時間を計測する
と大きな手間が掛かるため，みまもり AI の人検知
機能が効果を発揮する．

( 2 ) 作業分類機能
作業分類機能は，作業机付近に設置したカメラの
映像から作業内容を自動認識し，あらかじめ登録さ
れている複数の作業分類と一致させ，その作業時間
を自動で計測・集計できる機能である．この仕組み
は，深層学習を用いた人検知処理と検出した人物の
関節点情報に基づいた作業内容の推定処理を逐次実
施することで画像データから作業内容を自動認識し
ている．
従来，作業内容ごとの作業時間の内訳を知りたい
場合は，ほかの作業者が目視で判断するか，作業者
の記憶に頼らざるを得なかった．目視で判断する場
合は，ほかの作業者による付き添いが必要となるた
めコストが掛かり，作業者の記憶に頼る場合は，本
来改善に取り組むべき作業内容が明らかにならない
恐れがある．

近年の AI の発展に伴い，画像中の人物や物体を検
出でき，人物の動作内容などを自動的に分類できるよ
うになってきた．これらの物体検出や画像分類と呼ば
れる技術は，これまで人手によって行ってきた作業時
間および作業内容の把握を自動化できる可能性をもっ
ている．

IHI グループでは，画像認識における物体検出の標
準的なデータセットや工場の画像・映像から作成した
教師データを基に学習させた独自の深層学習モデルを
構築した．このモデルを用いて，作業者の自動検出や
作業内容の自動認識を実施するシステム（ みまもり
AI）を試験運用中である．ここでは，みまもり AI の
機能や今後の展開について紹介する．

みまもり AI の機能

みまもり AI とは，工場に設置したカメラから取得
する画像を利用して，作業人数と作業時間を自動集計
する人検知機能と，作業内容を自動認識し，その作業
時間を自動集計する作業分類機能といった二つの機能
を備えたシステムである．
( 1 ) 人検知機能

人検知機能は，工場の天井付近に設置した作業現
場を俯

ふかん

瞰できるカメラからの映像を入力データとし
て作業者を自動検出し，作業現場の各作業机におけ
る作業人数や，作業者ごとの作業時間を自動で計
測・集計する機能である．この仕組みは，深層学習
を用いた作業員の検出処理と検出された座標に対す
るルールベースの処理を組み合わせることで，各作

天井カメラによる人検知（ 人検知機能 ）
（ IHI 相生工場 製造部にて実施 ）

机上カメラによる作業分類（ 作業分類機能 ）
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作業分類機能を用いることで，作業内容ごとの作
業時間を，人手を要さずに長期間にわたり計測・集
計し続けることが可能になる．このため，従来と比
べてボトルネックとなる作業内容を素早く特定し，
改善に取り組むことができる．例えば，ボトルネッ
クとみられる作業内容に初心者と熟練者が取り組ん
だ場合の作業時間の違いを把握できるので，人員配
置の見直しによる改善効果を定量的に検討できる．
みまもり AI のこうした二つの機能を同時に利用す
ると，全体的な作業者の動きとともに，作業内容の変
化を把握できる．例えば，みまもり AI で情報確認の
時間を集計・分析し，電子マニュアルの検索時間が冗
長であることが明らかになると，データ検索性を向上
することで，確認作業の量的な改善を支援できるよう
になる．同じく，みまもり AI で電話を掛ける時間を
集計・分析し，この時間が冗長であることが明らかに
なると，連絡手段を電話からメールに変更すること
で，作業内容の質的改善を支援できるようになる．こ
のように，みまもり AI を各作業現場に導入すること
により，工場の稼働状況を見える化し，工場全体で作
業内容を量的・質的に改善できる．
また，工場の管理・監督者は，見える化した作業時

間・作業内容から，作業者の作業効率を把握できる．
人検知結果（全体把握）から作業者の人数を特定し，

作業分類結果（詳細把握）から作業内容の違いや会
話などの状況を特定する．これらの結果から，作業効
率が低い作業内容を特定して，適切に改善活動を策
定・実施できる．このように，みまもり AI を利用す
ることで，工場の管理・監督者の意思決定支援が容易
となる．

機能向上への取り組み

みまもり AI は，工場内に機器を固定して使用する
だけではなく，見える化に取り組みたい作業現場へ手
軽に設置し，利用できることを目指している．工場の
管理・監督者や作業者自身が，目的に応じて設置・利
用場所を容易に変更できる．
これまでのみまもり AI は，ワークステーションの
ようなサーバーや，工場内のネットワークに接続した
カメラから構成されていた．このような構成の場合，
ハードウェアを設置し，カメラとハードウェアを工場
内ネットワークに接続するために工場側のセキュリ
ティ部門との調整といった作業が必要となり，時間や
コストが掛かることがネックとなっていた．そこで，
エッジコンピューターのような小型のハードウェアを
採用し，カメラをハードウェアに直接接続してローカ
ルエリアネットワークで完結する構成とすることで携

株式会社 IHI

工場作業の見える化イメージ
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行性が向上し，導入に掛かる時間やコストを低減でき
るようにした．
この取り組みを進めていくに当たり，IHI グループ
で開発したエッジコンピューターに，みまもり AI を
実装中である．エッジコンピューターには，データ収
集用のインターフェースと通信モジュールが内蔵され
ており，IHI グループで運用している IoT プラット
フォームなどのデータ収集基盤にデータを集約する場
合にデータ転送が容易である．将来的には， IoT プ
ラットフォームにみまもり AI を実装することで，開
発プログラム（仮想化技術など）との親和性やクラ
ウド上のデータ分析能力を向上でき，社内データを用
いた価値創出を促進できる．
操作性については，コマンドプロンプトに代表され

るようなコマンドラインによるテキスト入力をせず
に，GUI ( Graphical User Interface ) による視覚的・直
感的に操作しやすいユーザーインターフェース機能を
みまもり AI に搭載した．それにより，エリアを指定
する際は，設定ファイルを開いてカメラの画像から座
標の数値を手入力せずに，ドラッグ＆ドロップ操作に
より簡単に画面上で指定できるようにした．また，シ
ステムの検出結果をグラフに表示する際は，テーブル
データ形式の数値を手動でグラフ化せずに，画面上の
ボタンをクリックするだけで簡単に表示できるように
した．こうした作業エリアの指定や録画，分析結果の
グラフ表示といった作業をマウス操作で行うことが可
能で，だれでも使いやすい AI システムとなってい
る．

まとめ

IHI グループでは，工場作業者の作業時間・作業内
容を自動で見える化することを目的に，みまもり AI

の試験運用を開始している．今後はみまもり AI の
エッジコンピューターへの実装と動作確認を実施し，
必要な場所に必要な期間だけ，みまもり AI を活用で
きるようにサービス展開を推進していく．今後，試験
運用を完了し，本番運用を実施できるようみまもり
AI の開発を積極的に進めていく．
また，本番運用などを経て，みまもり AI が工場に

本格的に導入されるようになれば，将来的には人検知
といった画像認識技術は作業効率化だけではなく，作
業者の安全・防災面にも応用できると見込んでいる．
こうした展望も踏まえて開発を続けていき，さまざま
な場所や場面において，みまもり AI による工場のデ
ジタル化に貢献していきたい．

使いやすいみまもり AI の開発（ GUI の概略図 ）


